
 
企画展 

住友コレクション名品選 

－ フランスと日本近代洋画 － 

 

島根県立美術館では、企画展「住友コレクション名品選－フランスと日本近代洋画―」を下記のとおり 

開催いたします。 

稀代の数寄者として知られる、住友家 15代当主・住友吉左衞門友純
ともいと

（号春翠
しゅんすい

、1864-1926）が始めた 

美術品の蒐集は、長男の寛一（1896-1956）、16代吉左衞門友成
ともなり

（1909-1993）へと受け継がれ、住友家 

には西洋・東洋に目を向けた優れたコレクションが形成されました。 

住友コレクションには、西洋絵画と、それに対峙し得る質の高い日本近代洋画の名品が揃っています。 

とりわけ春翠が 1897(明治 30)年の欧米視察旅行の際にパリで購入した 2点のモネは、日本にもたらされ 

た最初期のモネ作品として特筆すべき存在です。住友家の須磨別邸にはこのモネをはじめとする貴重な  

洋画コレクションが飾られ、まだ日本に美術館と呼べるものがなかった時代に日本の画家たちに鑑賞の機 

会を与えました。 

本展は、泉屋
せんおく

博
はく

古館
こ か ん

東京（六本木）が所蔵する住友コレクションから、クロード・モネ、ジャン＝ポール・  

ローランス、浅井忠、鹿子木孟郎、藤島武二、岸田劉生らの名品 85点を厳選して紹介するものです。 

                  

記 

 

会 期：令和 5 年 9月 8 日（金）～11 月 6 日（月）火曜休館 

※10月 10 日（火）に一部展示替えあり 

会 場： 島根県立美術館 企画展示室 

主 催： 島根県立美術館 山陰中央新報社 日本海テレビ 

 SPS しまねグループ 

協 力： 公益財団法人泉屋博古館 

企 画： 神戸新聞社 

観覧料： 

●前売券（企画展＋コレクション展セットのみ） 

一般のみ：1,000 円 

●オンラインチケット／ローソンチケット(L コード：61673) 

（企画展＋コレクション展セットのみ） 

一般：1,000 円  大学生：780 円  小中高生：300 円 

●当日券 ※(  )内は団体料金 

企画展＋コレション展セット 一般：1,300 円（1,040 円） 大学生：1,000 円（800 円） 

小中高生：400 円（320 円） 

企画展のみ 一般：1,150 円（920 円） 大学生：900 円（720 円）小中高生：400 円(320 円) 

※（ ）内は 20名様以上の団体料金 ※小・中・高生の学校教育活動での観覧は無料  

※身体障害者手帳（障害者手帳アプリ：ミライロ ID）、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、被爆者健康手帳を 

お持ちの方、及びその付添の方は無料  

 

令和 5 年 8 月 8 日（火） 

島根県立美術館 電話：0852-55-4700 

【取材･撮影についての問い合わせ】 

山根・島田・三浦（広報）     

クロード・モネ《モンソー公園》1876 年 泉屋博古館東京蔵 



1．展示構成 

第１章 日本へのフランス絵画の請来 

第２章 日本近代洋画の精華 

第３章 フランスと日本 美の対決 

第４章 戦後美術の珠玉 

 

2．みどころ・ポイント 

①稀代の数寄者・住友春翠とその子息たちによる歴史的に重要で上質な洋画コレクション。 

フランスと日本近代洋画の巨匠たちの名品が一堂に。 

主な出品作家  

（フランス）クロード・モネ、ジャン=ポール・ローランス、オーギュスト・ルノワール、 

ジョルジュ・ルオー、パブロ・ピカソ、マルク・シャガール 

（日  本）浅井忠、鹿子木孟郎、梅原龍三郎、和田英作、藤島武二、岡田三郎助、岸田劉生、 

小杉放菴、中川一政、坂本繁二郎、熊谷守一、岡鹿之助、海老原喜之助、森芳雄、 

小磯良平、山口薫、香月泰男 

 

②それはモネから始まった。 

住友コレクションに収められた 2 点のモネ作品《サン=シメオン農 

場の道》《モンソー公園》は、住友春翠が 1897（明治 30）年の欧 

米視察旅行の際に画商の林忠正を通じてパリで購入したもの。日本 

にもたらされたモネの実作としては最初期のものとして記念碑的な 

存在となっています。住友の西洋絵画コレクションはモネから始ま 

ったのです。 

（※モネも含めた西洋絵画コレクションとして有名な松方幸次郎や大原孫三郎に 

よる収集がはじまるのは 1910～20 年代のこと） 

 

③モネだけじゃない！ほかにも見逃せない作品多数 

●“最後の歴史画家”ローランスの大作《マルソー将軍の遺 

体の前のオーストリアの参謀たち》 

春翠の支援でフランスに滞在した鹿子木孟郎により日本に 

もたらされた師ローランスの《マルソー将軍～》は横幅 3  

メートルの大作。フランス・アカデミスムの巨匠が手掛け 

たほぼ等身大の人物による群像表現は圧巻です。 

 

 

 

●藤島武二の滞欧作《幸ある朝》 

  フランス・イタリア留学時に描かれ帰国後の第 5回文展に出品された気品あふれ

る女性像。モネやローランスの作品や、今は失われた黒田清輝の《朝妝》《昔語

り》などとともに住友家の須磨別邸に掛けられていた一枚です。 

 

ジャン＝ポール・ローランス 《マルソー将軍の遺体の前の

オーストリアの参謀たち》1877 年 泉屋博古館東京蔵 

藤島武二《幸ある朝》1908（明治 41）年  

泉屋博古館東京蔵 

クロード・モネ《サン=シメオン農場の道》

1864 年 泉屋博古館東京蔵 



●岸田劉生の傑作《二人麗子図》 

岸田劉生と親交があった住友寛一（春翠の長男）が求めた《二人麗子図》

は、劉生の愛娘・麗子が二人いる（！？）という謎めいた一枚。数多の麗子

像の中でも異色で、しかも劉生最大級の作品。住友コレクションの白眉とし

て知られています。 

  

④美の東西対決 フランスと日本 

西洋と向き合った近代日本の洋画家たちの“十番勝負”もご覧いただけます。 

（第 3 章） 

ルノワール vs 梅原龍三郎、ルオーvs 海老原喜之助など 10組 26点による夢の 

対決をお楽しみください。 

 

 

3．関連イベント 

●オープニングセレモニー 参加無料・要事前申込 

日 時：9月 8 日（金）9：40～（受付 9：15～／約 20 分） 

   会  場：ロビー 

     

  ●オープニングギャラリートーク 要企画展観覧料 

   日 時：9 月 8 日（金）10：00 頃～（約 45分） 

講 師：野地耕一郎氏（泉屋博古館東京 館長） 

会 場：企画展示室 

 

●本展監修者による記念講演会（全 2回） 聴講無料 

①「モネからはじまる住友洋画物語―近代日本最初の洋画コレクション」 

日 時：9月 9 日（土）14：00～（30 分前開場／約 90 分） 

講 師：野地耕一郎氏（泉屋博古館東京 館長） 

会 場：ホール（当日先着順／190 席） 

②「美の対決―絵筆を手に西洋文明と向き合った画家たち―」 

日 時：10 月 14日（土）14：00～（30 分前開場／約 90 分） 

講 師：岡 泰正氏（神戸市立小磯記念美術館・神戸ゆかりの美術館 館長） 

会 場：美術館ホール（当日先着順／190 席） 

 

●連続美術講座（全2回） 聴講無料 

①「フランス・アカデミスム絵画と日本―コラン、ローランスとの関係を中心に」（仮）                        

  ②「日本近代洋画と西洋―外光派リアリズムから日本的フォーヴィスムまで」（仮） 

日 時：①9月 30日（土）・②10 月 28日（土）各日 14：00～（30 分前開場／約 90 分） 

   講 師：柳原一徳（当館専門学芸員）    

会 場：美術館ホール（当日先着順／190 席） 

 

●スライドトーク（担当学芸員による展示解説） 聴講無料 

日 時：①9月 23日（土・祝）・②10月 8日（日）各日 14：00～（30 分前開場／約 60 分） 

会 場：美術館ホール（当日先着順／190 席） 

 

岸田劉生《二人麗子図(童女飾髪図)》

1922（大正 11）年 泉屋博古館東京蔵 

 

泉屋博古館東京蔵 

岡田三郎助《五葉蔦》1909（明治 42）年 

泉屋博古館東京蔵 



 

  ●ロビーコンサート  鑑賞無料 

「フルートとハープで奏でる フランス～日本」 

日 時：9月 9 日(土) ①11:00～ ②15:45～（各回約 45 分） 

会 場：ロビー 

出 演：トーマ・プレヴォ（フルート奏者） 

元フランス国立放送フィルハーモニー管弦楽団首席奏者 

／パリエコールノルマル音楽院教授 

        世界最高のフルート奏者の一人としてフランスのみならず、 

日本においても芸術文化の活性化や後進の指導に力を注いで 

おり、石見銀山国際音楽アカデミーの創設者の一人であり、 

共同代表およびフルート講師を務めている。 
  

ニコラ・チュリエ（ハープ奏者） 

       ルクセンブルクフィルハーモニー管弦楽団を経て、2005年よりフランス放送フィルハーモニー管弦楽団の 

ファーストハープソロに抜擢。また、ルツェルン祝祭管弦楽団、マーラー室内管弦楽団、ベルリン・フィ 

ル、ロンドン交響楽団、バイエルン放送交響楽団（アバド、ハイティンク）などのオーケストラとも定期的 

に共演している。 
  

●美術館キネマ① 鑑賞無料 

「ドキュメンタリー映画 あるアトリエの100年」 

（2016 年／日本／110 分／DVD上演） 

日 時：10 月 1 日（日）①10:30～②14:00～（各回 30 前開場） 

会 場：ホール（190 席／当日先着順） 

演 出：山崎欽毅 

東京恵比寿に 100年前の面影を残すアトリエと、残されていた当時の映像 

と共に、アトリエの主人たち（洋画家 岡田三郎助、その妻 小説家・劇作家 岡田八千代、洋画家 辻永）を中心に、そこ 

に集った芸術家たちの足跡を描く。   
 

●美術館キネマ② 鑑賞無料 

「ディリリとパリの時間旅行」 

（2018 年／フランス・ドイツ・ベルギー合作／94分／Blu-ray 上演） 

日 時：10 月 22日(日) ①10:30～②14:00～（各回 30 前開場） 

会 場：ホール（190 席／当日先着順） 

監 督：ミッシェル・オスロ 

美しき黄金時代のパリ。ピカソ、モネ、キュリー夫人、ロートレックら数々の天才 

たちに出会い少女が事件の謎を解いていく。 
      

● ぬりえコーナー 

モネ～岸田劉生まで名画を自分の好きな色で塗ってみよう(4 種) 

日 時：会期中 

会 場：ロビー（企画展示室前） 
 

●ミュージアムショップ 

展覧会図録 \2,000(税込)をはじめ、ポストカード、クリアファイルなどの展覧会限定グッズを販売 

します。 
 

●湖畔のレストラン「RACINE」  

本展会期中、特別ランチメニューをご用意する予定です。 
   

※別途、民間の配信サービスを利用し、情報発信する予定です。         以上                                   

トーマ・プレヴォ ニコラ・チュリエ 

©2017 あるアトリエの 100 年上映委員会 
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